商 森ち 店 
泻巧サービス它ン ター 
秋西営幾巧 
秋巧サービスじン ター 
八戸经裝巧 
A ロサービスたン ター 
化前を幾巧 
弘前サービス它ン ター 
菌反！望装戸斤 
致岡サービスたンタ〜 
かお客装巧 


泻巧巧ち館1了旨 12-38 
泻巧巧ち館1了有 12-38 
が苗巧泉中巧4 了呂 4-18 
秋历巧巧化川=モ刈 109-1 
八戸市巧巧4 了呂 4-7 
八戸市巧巧4 了旨 4-7 
姐巧巧苗国 1-2-1 
站前巧西園 1-2-1 
弦岡巧 P32-1 イ2 
度括)巧 P 巧 -1-42 

興夕が巧が巧区か巧ェ装画地4 了 §79 


デ 812-0007 
甲 812-0007 
デ 803-082S 
で 890-0034 
デ862,0913 
干 851-2306 
テ880,0032 
T 870-0 108 


T 巨し (092)474 —5771が费） 
TEL 092)4 巧一6001的茨〉 
TEL 093)592 —8611的受） 
TEL か 99)281-1321 巧茨ミ 
TEL 096 367— 7361的表） 
TEL り95ミ 882-7710 的受） 
TEL 0985に 9-1 680巧茨〉 
TEL 097)523 —5161巧累） 


FAX(092)474-5775 
FAX 092)474-6414 
FAX 093 592-8666 
FAX 099)281-1252 
FAX わ 9 か 69 — 6323 
FAX 095)882-7767 
FAX 098目)25- 0685 
FAX 097)523-5162 


含ち歷巿熟巧区がお巧 16-1 1 デ456>0004 

谷古歷巧媒 ffl 區役扭 0J16-1 1 で4巧-日004 

蘇巧)巧駿巧区离松 2-15-30 デ 422-8034 

吸夏巧六を南 2-7-8 デ son-8358 

渾巧离巧屋 3-29-38 デ51 4-0819 

沼ミ莖巧函お齒 888-1 テ4 10-0303 


TEL(052)7 が-6600(巧巧） 
T 巨しの 52)7 が一が03(巧巧） 
T 巨しの 54)238— 0005(巧热 
T 臣しの 58)268-7555( 巧表） 
T 色しの 59)234— 847パけ孰 
T 巨し (055)968-62 10(げお） 


FAX{052)884-6551 
PAX の 52)884 〜6554 
ド AX の 54)238-0006 
FAX の 58)268 〜7550 
PAX の 59)234- 8472 
FAX の 55)968- 6212 


巧西巧南を田1 -8-47 〒 564-0044 

巧巧巧南盡西 1-8-47 デ 564-0044 

窗が巧ち里011 -8-5 〒 760-0078 

京都巧げ巧区巧困段ノリ!原の 70-1 〒が 2-8414 

巧口巧函区ほき 5-1 32 〒651-2133 

屡狼巧圧を寺 0J 南あ78 〒522-0024 

涵巧山巧猜巧巧巧68 〒620-0063 


TE し (06)6380— 211 K 巧巧〉 
TEL 06)6386-5670^ け寅) 
TEL 087)835-1731 ミげ茨〉 
TGL 075)643 —2002ミげ茨) 
TEL 078)922-2431 ^げ亥 
TEL 0749)24 —6239く巧表) 
T 巨 L 0773 22-0827 加泉ミ 


FAX(06)6386-7262 
FAX わ6お 386- 5588 
FAX か 87)835 - 0160 
FAX か75 643— 0870 
FAX わ 78)922 —2が8 
FAX か 749)26-21 16 
FAX(0773 23-7592 


広忌巧黄ほ南泛祇園 3-27-20 〒731-0138 

広島巧哀巧巧运術 13-27-20 で731 -01 38 

岡山巧：!ヒ医辰 B35-1 03 〒700 -0976 

ホろ巧呂么冀の 235-1 〒683-0035 

周南巧语山きーノ抖ま5631 -4 〒745-0882 


TEL(082)871— 3310 くげ茨) 
TEL 082)871— 3315 «费) 
TEL 086)243-7751 
TEL 0859)33 〜8157的焚) 
TE し0834 22— 5567巧表ミ 


FAX(082)871-3306 
FAX か 82)871 —0272 
FAX 086 243-7191 
FAX 0859)23 -0709 
FAX 0834)22-5589 


干030•0946 
デ 030-0946 
テ 010-0917 
〒〇10,0802 
で031,0073 
〒〇 31-0073 
干036ぶ086 
テ 036-8086 
〒〇20,0823 
¥020-0823 
で 023-0002 


で 983-0035 
で983,0035 
甲963ぶ033 
で990,2423 
T 998-0 103 


北海道地区 


泉化地区 


礼稱巧白5区平和!通16 了呂南 1-19 デ003 -0028 
ホし竊巧白5区ホ里3を2 了旨 6-25 デ003 -0873 

齒度巧西捂懼0721 -2 デ041 -0824 

姐 J1 怖巧做II爾1を2 了白 2-5 〒〇 78-8261 

密広巧西18をが 1T 旨 17-1 〒〇 80-0048 

訓挺巧巧画 0T4-1 7 〒〇 85-0038 

が寅巧冀巧 0T9-1-3O 〒〇 90-0064 


T 巨しく01 1)864 —0440リザ泉〉 
T 巳し011 )879-2121 巧表三 
T 巨し01 38)48 —6070巧表) 
T 巨し0166 37-2330 巧茨^ 
TE し0155 35—7518巧表) 
TEL 0154 24-4191 
TEL 0157 26-2103巧孰 


FAX(0n)863-31S4 
FAX 011)871-2000 
FAX 0138)48-6080 
FAX(0166)37-2338 
FAX(0155 杉 5—7510 
FA) か) 154 た 4-0451 
FAX の 157 た S —2107 


近揽- 
四国地区 

中固地区 
九州地区 


東海地区 


信越- 
化陸地区 


FAX の 17)742— 8275 
FAX(017)743-in8 
FAX(018)864— 8468 
FAX(018)864-5760 
FAX(0178)45 —4290 
FAX(0178)71-1344 
FAX(0172)28-0191 
FAX(0172)29—1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)604—0283 
FAX の 197)22—4452 

FAX(022)23S-881O 
FAX た 22 783 - 1792 
FAX り 24 938 -3021 
FAX 023 642-3254 
FAX 0234)31-0581 


巧额送幾巧貧野遷巧す地ミ白 73 S 〒901-2227 TEU098)897— 5677(巧癸） FAX の 98)897 —5679 

シーサイド.バ-ク102 


27039002 本な.エ攪 H 祭市栗新保 7-7 于 955-8510 TE しく 0256)32-21 11 ( 大巧表) 

巧蝴エ惕巧崎巿ま昭2-58 〒945-0817 TE し (0257)23 —5175(げ表） 

摸樹エ喝長間巿下祭の盧ノ浦1069デ 940-1 146 T 巨しの 258)22— 2121 ( げ轰） 


ミ中禪地区 


関東地控 


薑がる S 皂 
蓄喬薑舅留 
S 囊薑黨語 
墨題堯霎留 

® 脚基巧…爵 

I 常語 
幸 f (A % I 


巧巧が化区坦面8,4-8 
丞巧がが区巧苗8-ん8 
巧を巧巧 E 坦を8-4-8 
な川币面地巧1-22-3 

化戸み邸系巧迈 95-5 
巧巧巧卢巧区巧ち 4 了頁 7 -13 
山が風中径昭が巧和の西を2491 -2 
ちいたま巧が ES 巧の 1 -SM-S 
さいたま巧 3 ヒ E ち原の 1 -674-2 
画顿巧閲西の西1•を22 
ぎ 8D を巧巧巧の2313 
ス苗巧巧が巧の2375 
か戸 rbtt 巧町 653-2 
つくば巧爸宙 8II6788-19 


で114.0003 
t 114-0003 
で114.0003 

T190-00 11 

で 270-2222 
デ 245-0063 
でが 9-3866 
デ 33V0812 
T331-0812 
甲 370-0007 
で 321-0933 
甲 373-0825 
で3100852 
デ 305-0861 


TS しく 03)3927- 1151け巧〉 
TEL 03 3911-1131(tR) 
TEL(03 3927-1 152^«) 
T 巨 L 042)519 —5271《ザ巧〉 
T6L(047 312-8330( ザ致) 
TEL 045 852-4008 ザ巧〉 
作しく〇 55 が 8 — 1 が 7 サ巧〉 
T 巨 L 048 651-1722 巧巧〉 
T 巨しの 4 8 65! -1231 巧巧) 
TEL 027 361-4806 ««) 
T 巨しの28 632— 5105巧巧) 
TEL 0276)38-6571 «« 
TEL 029)241-2172 kR) 
T 巨 L 029)839-5325 «执 


FAX《03)3927 -1160 
FAX 03)3927-1130 
FAX 03 3927-1160 
FAX 042)528-2382 
FAX 047)312-8338 
FAX 045 852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX 048 651-6370 
FAX 027 361-9139 
FAX 028 632-5205 
FAX 0276)38-5508 
FAXC029)241-4268 
FAX 029 836-1913 


[ 冀客機ご相談窓口一覧表 J 

修理サービスや製品についでのご相談は機種咨をご確認の上、フターサービスのを m をねせは下記へどラぞ 
お買いあ(ブの販売店または下記のごす目談窓□にご依顚ください。 

ご窗居やご贈富品などでお困りの慶合は、下記のおおくの窓〇にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、擊話蜜号は、変更する場さびありますのでご3承くださし、。 


コ□ナサービスセンター 

携帯亟話 ’PHS 菁か6は 
最寄のサービスセンター 
へ 直 接おかけください。 

FAX 012Q-919-322 


{^0120-919-301 

叫優理夏備巧ダイヤル) 



日ち基 

医区引ん巧 

野野^田.^ 

城瞄田巧町 

咨咨雄の細 

巿巧巧巧巧 

台台山化困 

牠仙邸山酒 

巧-巧所所 
受 T 

を営袋 

台" 

サ山形の 
台 

地拙挪山巧 


00 'Z 
446 
--~ 
222 
- 


巧想强がい渾 2っ 
比比区 W り時 
巧巧化,， LA 碰 SK 
区区曆上上件 
ををル旧ノ彼齒巧 
博巧巧巧睡西涵=1 
巧巧州涅巧吸巧巧 
巧！：化招本崎崎分 
堀掘が臨瓶段置太， 

巧-巧巧巧巧巧巧 

葦 ％ R 级 

る皆を 

链営沒営 



.サな捉巧蹄骑巧 
涵涵北鹿觸段邑大 


巧-巧巧巧巧巧 

ミ柴泼班幾お 
玄 . g 


ビ 


営営ち営 


山 


の都口根お 
大大离 一 病巧度涵 


店 I 巧巧巧 
夕 

ま以泌難 

営を営 

麼卜山置 

醒 

広広岡ホ徳 


巧一巧所所巧 
夕 

なが 

腰ビを链営 

」 留 
巧 g 脚巧渾 

ち 

巧径魄吸郊沼 


巧巧表を巧巧巧巧巧巧巧 

でで e ザザたちザ66 

51199900115 

57718017985 

29622697721 
82555634404 
-M 二 M ニニ 
23444786242 

44662422202 

!:^口促巧のののの5£巧の 

77887777999 

- 11 — 11 1 — 1— 1— 1 — 1 — 1 » 1 * It 
00000000000 
ししししししししししし 

EEE 


下下下下下 


EEEEEE6F- 

TTTTTT 


巧巧巧巧巧 

巧巧げ巧巧 
11051 

89457 

17225 

31230 

編 I - I 冊 

53821 

38343 

2796わ 
22433 
28222 
00000 
ししししし 

E6EEE 

TTTTT 


巧 I 巧巧巧巧巧 
夕 

ミ、^幾幾お淡雜 
安た 

^撐密営链営 

㈱ i お W 広跑見 
傑 

化札画化巧訓化 


97391 

13136 

51309 

82309 

■ニニ 

52615 

33822 

55566 

22222 

00000 

ml ? 


5810 

7318 

7765 

0000 

ニニ 

0043 

6642 

6667 

7777 

SSSS 

な然 


巧巧巧巧 

7877 

6366 

5055 

0000 

ニニ 

0043 

6642 

2240 


巧髮巧巧 

69111 
22315 
-^ 1^0 
22950 
M M I 
22616 
33822 

55566 6667 
22222 7777 
00000 0000 
/ v / vrfv/v 
ししししししししし 
EEEEE EEEE 
TTTTT TTTT 

44523 7757 
66523 2283 
88800 0092 
0000〇 0008 
55019 0008 
55589 2231 
99933 9999 

テでテでテテで〒デ 


2 

5 

W 巧 

5宝に顯 

も巧的ス 
な曲大 
浏§田脚 
巧巧 & K 巧 
巿巧巿巧巿 
ををおお巧 
ミ||爾巧地 


55 

225 

t が 

レト36 
の町を 

巧がの巧 
西西か田 
肪肌旧巧 
巿巿巿巿 
おお山# 
をを泣瓶 
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株巧舍な ^画督 



お客様へ 

本製品は消費生活巧製品安全ま（消安ま）で指定され 
特定保守製品です。 

、丄心 T !. て. J . :—一有者登録をおこなってくださ 
-• 票」に記入し投函願います。） 


シーエス エフエフ 


シーエス 


m I フ I フ 

式 FF-359GS • FF-4S9GS 



ち < じ 


このたびは、コ□ナ扫油ストーブをお買いあば 
いただき、まことにありがとラございました。 
正しくお使いいただくために、この歌扱説明靈 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった禮もお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書 J と共に大切に保 
管しでくださし、。 


A 鹽告 

瓷排気窗をおず点検してください 



がソ U ン懷翔驚止 
懷翔燃料：巧涵 


KEROSENE ONLY 


ぺージ 


D 特にを轟していただ夏たいこと 

(安全のために必ずお守りください) 一 1〜2 


* 巧油の麗囊についで— 

0使巧する賴所…一一一 

0各部のなまえ . 

◎が觀図•禮造図—— 
◎標巧部-表巧部—— 

H 使巧前の攀備- 

◎燃牌- 

◎給油-- 

◎扁乂前の準備と禮認 
0使巧方を — ^ 

◎点乂 - 

◎室温の調節 
◎消乂- 


——2 
——3 

3〜4 

—— 3 

——4 
4〜5 

——4 
—— ち 
——5 

6〜8 

——6 
——6 

— 6 


◎タイマーの使巧巧法-7〜8 

A エー-4^1 . レ、 口、、 1 〇 

巧厂 ド 1 /ン1、し J ンソ 

n な A 化 S 

〇 

乂で巧四 U 

E1 么>^/«1爪化巧 〇 

Efl て:ンノ list/ ソが擅 

171 A 谭の巧が • 早スわ 

〇 

_ 〇片 ’ 1 n 

口巧快チノ、イし 
pi 申》節|ち^^ 

—ジへ/… 

10 

kM 疋が扁快 

圆故障-巽雷の見分け方と処靈方法- 

而1な R 円,おが i の1わ、ナ- 

I U 

II 

m 口り□□父拱レ/ J /一 
m 佐営居飽閣イ巧巧1むい得さ、 

II 

1〇 

m 1木ち、巧城!ち]は i 用レみレ'巧 a ノ 
m イ+ な ... 

1と 

_ 1 Q 

Usi 1丄1が 1こ I 〇 

sn でつ A ++ レみつ … … 1〇 

UJ ノ ンク ソ しン S 

阻据巧け.移設- 

1 〇 

-14 









































































































カーテン、可觸物巧接禁止 

カーテンや燃えやすいちの 
ををづけないでください。 .. 、 

义おび駕をするおそれびあ 
りまず。可燃物との離隔蹈だ S 7 ろを' • 

離についでは、標準据巧図 ''--I 
( t ^ 14ぺージ)を参照しでください C 


VM 


を1呵 


爪注意に AUTION ) 


を類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

巧類び落下しで义びつさ、乂災 
の原因になります。 


、 —I 

〇 


定期点検の実施 

定期的に年に1回程度)に点横■鹽 
偏を受けでください。 式 

点検を受けすに長期間使用し続け (( 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。 L 

点検-整備はお買い巧めの販売店 
や資格者のいる店に依頼しでください: 


@ 


給排気簡(管-ホース)夕もれ危険 

給排気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使巧しないでください。 

がれていると運輯中に排ガスび 
室内に漏れで、辰険です。 


給排気筒トップ閱そく危険 - 

給排気簡卜、ジブの間りび雪でふ ' 
さびれたまま使巧しないでくだ °献，- 

さい。ふさびれているときは、 

除雪しでください。 @ M 

また、板などによる「雪国い」 

は給が気の妨げじなるのでおやめください。閱そ< しで 
いると運転中に排ガスび雷のに漏れで、盾暖でず。_ 

温風吹出口をふさがない 京 

巧類、紙などで温風吹出□や空気 I 1 I 1 x 

お；\口をふさがないでください。 -»LU 

巧類、紙などでふさぐと、乂がの A M 
原因になります。 


スプレー吿厳禁 义户\ 

スブレーおや力たットこん ^ 町'^ 
ろ巧ボンベなどを温風のあミミ轉な片慶 

たるところに放置しないでも:た__ 
くドさい。 心^ 

熱で宙の圧でび上びり、爆発しで起険です。 


ご自身での据巧け.移設工事の厳禁 

お客穗ご白身によるエ雪は危険 

据巧け工事は販売店や専門襲者 
にご依頼ください。（ストーブクス "U 
を移設させる場含ち同じです 。） UAP 


ぶシのみが仙冉化。识が化;。;柏!/.お?ム化扣. V "心. 


給排気筒トップには金網などは巧けない 

給排気筒トップには、虫よけのため fa K 豕 

のを網などは巧けないでください。 -么覆 I 

給排気の脚ブになり、異常燃焼を —ス I X 

起こし排ガスび室内に漏れる巧能 ^ 乂 X げ 
性びあり危険です。 


A 


渉 I 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い‘庙は、絶巧に使巧 
しないでください。义災の原因になります。 


この取扱説日月書および製品への表示では、製器をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危書や財産へ 


の損害を末然(こ防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいまず。その表示と意巧は巧のよラになつでいまず。 
巧容をよく理解しでから本なをお読みください。 


/\警告 
/ j \ ミ主意 


この表示をお視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラす能 
性または义がの巧能性び想定される内 
客を示しています。 

この表示を無視しで、誤った取りのい 
をすると、人び優害を負ラ可能なや物 
的損臺の発生か’想定されるの容を示し 
でいます。 


A 


絵表示の例 

处記号は';主苗をおす巧客びあることを座げるちのです。 
回の中に国がのなをな:巧客 （ ち図の描含は一暗のなを 
百:)ぴ抽かれでいます。 

&記号は幫止の巧结であることを苗げるものでず. 

図の中やあ惰に質巧的な轟止内容 （ 左图の招台は方ソ 
I 」ン强止)が描かれでいます,， 

⑩記音は巧為をおおずる巧容を普げる电のでず。 

図の中に興がのな指‘示的容（左図の掠含は一披のな巧 
爲簿指表)—が描かれでいをず。 
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ホ了油の廃棄 

巧涵の廃囊処分は、な;'由をお翼い求めになった販売店にご相談ください。 


異常時使用禦止 

巧一異常を感じたときは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 
すみやかに運輯キーを r 厚止 J にし 
でください。 



電源の接続 

參電源は適正配線された単相1 00 V のコンたント 
がは使巧しないでください。 

豬熱-発义の原因になります。 

鲁電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧- 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでくださし、。 
発熱-発义の原因にな0ます。 





分解修理の禁止 う 0 

號で繼民ら、使用し <羅挺:® 

不完をな修理は、危険です。0 
お買い求めの販売店に修理を依賴しでくだまい。 

好油の保管 霜 

な油は、乂気、雨が、ごみ、高温および直射曰巧 pu 
をさけた場所に保管しでください。 ^ 

ガソリンなどといつしよに保管しないでください。 

誤つで使 巧ずると異常燃焼や火がのおそれか’あります。 

指や異物を入れない 祭 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ ( > 
ないでください。けびや义災の原因になります。\« 


変質好独禁止 炭 

変質な油（持ち離したなミ由)、不純なミを（巧';由 urn い 
の油•か•ごみか’混入した灯;'をなど）を使巧しない\» 
でください。異常燃焼や故障のおそれがあります。 


Q 

Q 


給排気筒付近の可燃物近接禦止 

給排戴簡トップのおくに、阿■ミ由 
やす燃物など引乂のおそれのあ1° ^ U 
るちのを置かないでください。 こち K . 

乂がのおそれびあります。 く浸 


据付け上の注意 ^ 

參お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必ずお買い求めの 
販売おに依頼しで < ださい。 

鲁ストーブおよび給排気筒の据付けについでは义災そ防 
条例、石ミ由燃燒機器の設置畐準による規制がありますの 
で、これに従つで据巧けでください。 

鲁ストーブの固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
_でください。_ 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ I \1 
ないでください。やけどしたり、ストーフ‘が変 
おすることがあります。また、化び巧部に入る 
と、感電、义お、故障の原因にな0ます。 


電源プラグのお手入れをずる £、 

ときどきは覃源ブラグを抜き、ほこり(および W 
を属物)を除去しでください。（ほこりびたまる ^ 
と湿気などで絶緣不良にな0 ) 义がの原因になります。 


長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとぎは、舉源ブラグを抜いで 時 
ください。 fe - 

乂がやを想しない事故の原因になります。 


電源プラグは確実に達しこむ . > .A 

電源プラグはコンたントに根元まで . I 

確実に差しこんでください。 r 械 t 

(また、傷んだプラグやゆるんだ〕ン 
t ントは使用しないでください。）く二^^ 

义がの原因になります。めれた寺 / 

での抜き差しはしないでください。感電の原因になります。 


高温部接触禦止 

觸焼中や消火直後は、温風吹 
出□、給排気筒トップにまな 
どふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


臟 


♦かさいお寺巧のりるご家庭では.時に綿しでくださし、’: 

ン; .. .…知扣か/心）:かソく。山.;か i ;,; ぶ......なか.ソ:む姑;;'’.:ふ;.心 


謹意' ( eAuif 麵議 


油漏れ確認 

ミ由タンク•ゴム製送ミを營‘接合部お 
よび機器などからの巧ミを漏れびな 
いことを確認の上ご使巧ください。 
巧ミ由か‘漏れでいると乂災のおそれ 
びあります。 


© 


漏れ確認 


温風に直接あたらない 

温風に直接翻網統らない \m i\j 

でください。 ， 

低温やけどや脱水症がになる 

おそれか‘ありまず。 又 0^ 

每特におさ綠やお年寄り、体の不自由なちが使われるときは、 
周囲の人力<十分を寫しで < ださい。 


龐棄ずるとをの注意 A 

ストーブを廃棄するとぎは、定ミ由面器のな油をお (v ) 
き取っでください。 （13=^ 9ぺージ） 

な油か’入ったまま廃棄するとリサイクルの隙に思 
ね拖事故になるおそれか’ありまず。 

改造使用の禁止 該 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 1^ 

ブ本体や給排気简には巧暖房巧の熱交換器など X - 
を取り巧けないでください。 

乂がや排ガスび室内に漏れる原因となり危険でず。 

高温部(やけど)に注意 / 

搬烧中や溝乂直後は、高温部(ヴリルの周巧など )、/\ 
排気筒(煙突、排気筒トップ、給排気筒トップ)に ム= 
字などふれないでください。やけどのおそれびあります。 


か。さ 
でいふま 
しさく り 
义だよ。お 
k 消くはいび 
^すで油され 
^必つなだそ 
時、なた <お 
Si はこれでの 
^巧おぼつお 
給給らこ取义 
































鲁マントルピースなど 
には据付けないでく 
ださい。 


IMil 



効纖 iWIWIH 


窓の下や壁面に證 S 

爆列気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ス1-ーブで暖められ、 
温風としで巧流します 
ので効果的です。 



温風の漏爆を巧ばない Xk 

•温風吹出□の前面に障善物を置かな [ifj 夕ふ 
いでください。 Jyyy ?^ ス 

• 慶麵教総；ど 、 a 畦鼓編部致が r # み卜 

. !鑛饒繞黎誦 Si 

參温風吹出□側の空間を広くとれる場巧を選んでください。 



チヤイルド□ツク キー 
チヤイ J レド □ツクランプ 
( 缺 8 ぺージ） 


表示の換キー 
時計させランプ 
タイマー合せランプ 
(歐 7 . 8 ぺージ） 


温度調節キー 
(凤日ページ） 
時計調節キー 
(原 7 ぺージ） 


おやすみタイマーキー 
おやすみタイマーランプ 
7 . 8 ぺージ） 


燃料は必す巧油 （J 旧1畳な油）を使巧しでください。 

像 I A 醫告 I ガソ リ ンなどの擇発性の高い油は絕巧に懊巧 

しないでください。义巧の原挺になります。 ^ 

m\ 逸 W ま轟]密質な油、不純巧油などは絶巧に使巧しない f：\ 
でください。 vy 

©[zlli 注愚 I 'な湖は必す乂気*雨が-ごみ • 轟湿および直， ) 
射曰がをさけた溺巧に保營しでくだまい。 W 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください， 

誤つで使巧すると異常燃焼や义がのおそれがあります， 


に変質な油;、す純な油とは 


巧シースンより長期間曰かにあ容器のみたび閱け化•ごみやな油 
持ち越しのな;巧たる巧や温度のであったり、乳白ながの;巧がほん 
密い巧に保管し毎のポリ容器で保のわずかでを混 
た巧油 舊した'灯油 A したな;巧 


mmm 


指先に燃料をつけ、 
(义の気のない巧で; 


〇过 



な巧はめれたまま 


方ソリンはずぐ乾く 


Q 


Q 

ミ參 


Q 





的尚巧ミミ脚が端お 


■■觸-ロミ由ゃ不： 

® お菌いなめの販売庙または、お巧くの□□ナ 

纖裝舊 iSfi ® 顯義養！®編 


鲁変質口巧鬟巧純の巧が原因で修理を巧頼されたどさは度保証期間虫でち保証の対を疑ををがをす寒 
鲁愛質な油防処理でお困りめ場合は款口巧定お賣かががる販扉をだを相談おだぎ照 fiPf 寡 at 寡; 


拜^織訓諫織^ 

• I 么注顧 I 給油は必ず消火しでからおこない、こぼれた口油はよくふきとって 
ください。义災のおそれか’あります。 

x | 

——給油ポンプ 

/ 撤由□ふた 
/ ストレーナ(巧部） 

-•■一 油靈計 

•送;'由バルブを間じで給ミ由□ふたをがし市販の給ミ由ポンプで給ミ由しでください。 
巧靈計のがび r 満 J をさしたら給油をやめでください。 

給ミ由後は、給'庙□にあるストレーナを取り出しで、化やごみか’たまっでいた 

ら掃除しで < ださい。 


/ 送油バルブ 

•ストレーナを取り巧けで、給ミ由□ふたを必すちとどおり締めでください。 


— 水ヴージ 

@給油の隙は、水-ごみなどを入れないよラに注顧しでください。 を 

;か-ごみなどは燃焼不良や、ストーブの寿命おおなどめ原因になりまず。 も 


^ か扳きバルブ 

;;♦給油己みたかお確零に鄉めを娥さレが寮をぎを巧;;禱究 V '我ミ這を怒ぞぎミぶ宗^^ 

\ 

’进タン：^^ 

ノ 












































































鲁ミ由タンクを空にしないよラにを意しでください。 

油タンクを一旦空にしまずと、送';由経路のに空気がたまり、正常に送油できなくなることびありまず。 
このよラな揚合には巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1. 巧タンクに給油します。 /_ / 

2•ストーブ酱商のオイルフイルタに巧いでいる空気巧き巧の ^ !辕ノ 

ねじをゆるめでください。（巧巧び原にこぼれないよラに巧、 

3. ゴム製送油營をよく振り、送油経路肉のを窥抜きを十みにお 

こなつでください。 I ォイルフィルタ 

4. 空気び巧けでオイルフイルタの审にな油び満たされたら、空 V / 

簿巧唐雨のねじを締めでください。 - 

◎油タンクは、空にしないよラに、早めに給缠レでください。 

每ネ刀めで遲嚴するとさち、同じ手順で送油経路肉を油で満たしでからおこなつでください。 


Sii ® 準備と權^ 

議お面器のセット J 


鲁初めで使巧するときやシーズン初めに使巧する場合、ストーブち側面 
の定ミ由面器 I 」じットボタンを巧しでください。 

@リたットポタンは、据え付け時や、シーズン初めに操がします。 

ス I ''■ーブに強レ衝擊を宮えたりした攝含ちこの操作をおこなつでくだ 
さい。 

® 巧 一、 着火後2 〜 3分で消火しでしまラ榻合は、 U たツトボタンを押 
しでください。 

なミ由流入□のゴム巧の固着びがれでなミ由びスムーブに流れます。 


，娜 7 筋な娜み'ど ;'''':/巧 

I 謂‘、，、 

を夕 G で船ないでくだ杏い。, 

おねないでください。を巧面おより油びあぶれ出た異巧燃焼の 

原因どなる規食びあります。 ‘ * ——ご‘ 

- > ィ •— — 


議««誦 



送油経路の点検; 


參[么を意 I 迪タンク • ゴム製送油管-接を部および機器などからの油漏れが 
ないことを確認しでください。 

、♦油漏れのあるときは使巧をか止し、油 
’一巧めの販売店にごホ目較<だちい。 


電源の接続 



|~么を意1 題源プラグ•コードの発熱*発义を防ぐために‘" 、 

©巧源ブラグはコン它ントじ根元まで確実に差しこんでください。- . '‘ 

0體源は胁す適正配線された単す目10 0 V のコン它ントを使用しで.'ください。 ^ ，''''養纏' 

を巧源コードは、遂中で接続したり延長コードの使巧-他の鸾気器具とのタコを配線をじ臻り^^繼胃豪 


ス I -ーブ周囲鑽確認画 


戀 I A 注愚 I 力ーテンや燃えやすいをのを近ブけないでくださし、。 
义災び発をするおそれか‘あります。 


韻ち隱筒纖部憩確誦 



#1 逆^醫告1 給排気筒(管-ホース）び》1■れたまま使用しないでください。がれでいると運輯中に排ガスび 
室内に漏れで、危険でず。 




1•油タンクの送;巧ノ\ソレブを閱いでください: 
2.遲輯キーを押して < ださい。 

雜選転ランプの病滅と同時に、 

時計表示(未它ットの場さは 
E - 1：1 - - 1 ) から温度表示 



3.ず熱び完3すると白翻点义し 

參点火と目日§に瓢 
ランプは点灯に変 
ねります。 


S ® 

SiiD 


4. S 义1巧後からは、ルー 
ムサーモたンサーにより 
. 湿度調節のたット溫度に 
^胞じで有！!)的に义力び切 
0変わ0ます。 


に切り変わり、気化筒の予 
熱を開始しまず。 

'參體火睹、含占罔時{ご®香発強麗®错蔚まありませ箱。;ぶぶ南ふ.;;;3: V '早::璋?; f 貧冷.:ぶ:..:. . 

i 魯石ミをガスイビ燃焼のため点义操作後放電—閱楚第ち滴さ分(気化筒た)ず熱晓間)がかのをそな懲約ず分ぞ巧流巧送風機が回 
.'.が温風がお挺がま争。をお按だず熱時間は窒短たより多み変化にま萊縣苗'霉鶏賓葛寶运端:ち'马お奪靡 i :: で:;耀がご 

;?鲁巧便届時(叢ぞド立ジち陵鑛巧鮮壁料などが焼ばるをめ、.煙やピお好が出るごとびあ;りまず機濟:駭終をみ議其お 
違：恵ぞおげで部屋资姨気を旋ぐ起きじが瑪:蔡養!萬お''''.;^講;葛がを鬻苗霉察城がを.':;茲蜗な這穀總读をを巧苗' 

‘鲁初便巧時やシズシ初めがご使巧時には、ぶ送油経路內の空気だまりな;どに'よぶ馬身個で麓义拉な也に艺力锥 
i , こみスト.一.ブは、.ミス渥乂時に再度自動的に点次動作をおこないますが、それでを趕乂しない惕含は、点乂操作を 
% ?;含琪3回《りかえおで《ださな爱蓉驾繁冀繫讀薦繁谭巧簿冀變 f 黨蔡奪»ミ鸯織 
貧点乂後搁10分間は、熱膨張のため、熱巧擴器などから「ピチパチ」といラ宮を出しますび、異常ではありません。 

K 鲁が気温びほくなるとだ';給お腐椅を先端驗遽統的に白煙が出るごと舒教0樂瓣墻攀:か羣冀潑1：鑽寫發!繁墳苗る壤を鑽: 
\ これは排ガス中忙基まれでいるがおび凝結しで水瓣気になるためで、’異稱燃焼による白煙ではありません。 

躍転中は、ルームサーモたンサーにより設定歳度に瞄じで呂動的に火力び棚り蕊ねります。 


温度調節キー0 ( D を巧しで覆望の設定湿度に合わせでください。 
◎ 0キーを1回押すと設定溫度ぴ！で下がります。 

◎圧)キーを1◎巧すと設定温度が1で上力*りまず。 

@0(3 キーを J 申しつブけると、設を温度は51続しで変ね0ます。 

雜ホじットの揚台、設定温廣は自動的に22でにじットされます。 

雜設定温度は、12でから30でまでの範围びたットできます。 

f 取化班巧 

最ル乂力でち蕾温び上詳する榻合（気溫の离いとき、曰あたりの度い部屋) 
圈ェコモードのセット 

エコキーを巧しでください。 

變エコランプび点灯します。 


おを温度 室内適度 


1 が 

wm 


溫巧/的刻 





夺 

i 


時 


巧 



圏エつモード^は… 

® 最大义力を約30%おさえで運乾します。 

魯設定湿度び2 0でに設定されます。ただし、設定温度が2 0で 
よりを低い場合は、そのままの設定湿度になります。また、エ 
コモードをたットしたをでを、設定湿度は変更できます。 

參室温力*設定湿度より約2で上昇すると自動的に消义（じーブ消 
义）し、設定温度まで下びるとき動的に再点乂して、室温を調 
節します。じーブ消义中は、エコランプのみ点のしでいます。 


ecG 




は、エコモードをお選びください。 

H エ コモー ドの解除 

をラ3度エコキーを巧しで<だ 
さい。 


魯エコランプび消な 
しで通常運乾にち 
どります。 


eco 


心 


參強燃焼•弱懒焼とちエ攝を荷時に燃焼が態を調節しであります。 
鲁おのが態は青い巧の中に、いくらかの黄色い炎（巧义）か’混 
じつでいでち異常ではありません。 



青いおの中に 
黄をい巧び混 
じつでいる 


遲疆キーを巧しで < ださい。 

® 運輯ランプは消なしますび、觸燒巧■巧流巧送風機は、燃焼室び;ち部ずるまで運敲を継続します。 

デジタル表示部は温度表示から時剔表示に祝り変わりまず。 

獲約 6 分後に燃焼畜が帯却され、燃焼巧-対流巧送風機び自動的に停止しまず。 
r 參體お操を翻まも火が消えでじ巧ごとを禮わ嚇を苗だざい み:を職;實.に.，:.バ巧ぶ抗 r . ぶ' :/で 
-鲁が出轰る;錢ば、 . C 胁贵消义じで《ださがぉぶ を.'さ. H ' 如綾ぉる夕换::病;祕:誇を^ 

魯ストーブに強い衝幾をちえで消乂したり、電源プラグを巧いで消义することはしないでください。 

;• [ A 注恵/鬟期闊使巧 b なじ、場含ほお爾源ブラグを扳かでくだ适じにが';思がが^-巧みを:も:を卜 























時計を斬 
タイトが《 



タイマーの使用ちま 

I 滤現在瞭刻合ねお！ 


•表巧切換キーを押しで、時計 
台せランプを点なさせます。 

® 現在時剔をたットずる前は、 
午後12:00を表示します。 


2 ,時計調節キーのを巧しで現在時刻を 
たットしでください。 

翁 1 ◎巧すごと[こ 〔一1(時） は 1 時闇、| + |(分） 

は1お進みまず。 

巧しつづけると表示は連続しで進みます。 

像0(時）キーで時刻合わせをしたときは 
午前-午渡をまちか’之ないよラ[こ注慧しで 
ください。 


タイマー時刻合わせ 


時計さだ} 
タイト合语 i' ミ 


1 . 表示が換キーを巧しで、夕 

イマー含せランプを点なさ 
せます。 表巧 

•タイマー時刻をたットする 
前は、自動的に午前日:0日 V > 

に t ットされでいまず。 

2. 時計調節キーの I — II 牛 I を巧しでタイマー点义 
時刻をじットしでください。 

•1 ◎押ずごとに!^(時）は1時間」 " H (お）は 
1分進みます。 

巧しつつ‘けると表示は連続しで進みます。 

• P ] (時）キーで時刻含ねせをしたときは午前 • 
午後をまちがえないよラにミ主意しでください。 


々5城間操作がな投左き友搞刻表示部は呂颤飾託との表示(こおどり第萊诱繁だだ:奴:ツ:ぷ 
♦棒單で時刻表示部がし1 -- i を表をしたら時刻含わせをおこなってください。 

兰♦安涕淆禁時刻は1度たットすれば、電源ブラヴを抜いたり、停電などがないかぎり記憶され i 


おはよラタイマ- 


H ス I ブ停止中か 6 のタイマーセット 

1. 運攝キーを巧しでください。 〈おはようタイ’ 

2. おはよラタイマーキーをがしでくだまい。 

©おはようタイ7-ランプび点！ U しで、たット完3 ^^一气懸お … I 

です。 f — 1 r +1 

@デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び 

表示され、おはよラタイマー運転に入ります。 ■ —— . 

® 約己砂後に現を時刻表示にちど0ます。 

受合わせた時刻になると、タイマーた ツ ト前の運輯モードで運転を開始します. 


〈おはよラタイマーランプ点な> <運乾ランプ消打〉 

巧足狙な 否巧祖巧 

I ~,つ画产'わ广一 -7 " 

1し/ し f し f . 一 * 


时さよう 1 おやすみ I 


♦鉤:禍巧時刻さわせ」,、 r タイマ-時刻含わがを知こおこなってくださし、。 

' ，一'--',、'''''-''ろ/',二—, なふ,Xが，立 ご巧な占な巧をが ’ W をぶ鐵か，.‘よ.、.;,—‘ I ，,六'.、‘,か i なが加:がぶれが姑；抓 记なお:げか靴俯かが縱が渝 y 細細城と繳献 


■おはよラタイマーの解除 
31顔キーを巧します。 

續おはよラタイマーランプが消巧し、デジタル表示 
部か’現を時刻表/示に切り変わりまず。 

©がお時など、麗守中に燃焼を開始ずるよラなタイマー. 
15 ® をがま總対(ご歧なレ、で;く奪さが。だ苗ぶ包亡气文 i ぅる 


おやすみタイマー ■ 


I おやすみタイマー運転のセット 
おやすみタイマーキーを巧しでください。 

參設定時間のおやすみタイマーランプか‘点なし、設定時間 
経過後自動消义し、同時にデジタル表示部は nTiim 
となります。 


〈おはようタイマ…ランプ消な> <運酷ランプミ肖な〉 

巧里涅お里の湿度 

m lEmuai 。巧 . i 

^お/時巧_ ィマー速を— /一^ - T-N 

—] I 牛 I 附まぉ I 的 题 . 


〈設定時間のおやずみタイマーランプが点な> 


巧ち遏度 密巧皂运 


_畳 S / 時ミ J _ 夕づ，■这お_ 户 V 

- I 西画因 


【1回巧す 


1時間運蘭後白動消义 


2回押す 


2時間選嚴後白動消义】 


■おやすみタイマー運聞の解除 

おやすみタイ7—キーを押しで、おやすみタイ7—ランプを消なさせで 
<ださい。 

爆このが態で、おはよラタイマー運範されでいない場合は燃焼が繼続しま 
すので、消义するときは運輯キーを巧しでください。 


<おやすみタイマーランプ消好〉 

I 


帕 w ぅ 防やすみ 




mmmmmmmmmtmi 


1. おやすみタイマーをたットしでください。（£^ 7ぺージ) 

2. おはぶラタイマーをたットしでください 。偉 7ぺージ) 

ミ;爆脏、ずおが&みクイマーめち Iv 卜を先におこなコでください。，.，.' 

J ぶ;おばよう夕ずマ.立の担ッ-檐先に乾こないまずど、；おやすが: 

把女イマぶのだツ:卜をするこをはできません。:;.;.；.二.,;.:.ご:..1ぶ 


設定時間のおやすみタイマーランプと 
おはよラタイマーランプ、運輯ランプが点な 




おろ様などによるいたすら操作の跑止や、誤って運転キ- 

■チャイルドロックのセット 

チャイルドロックキーを3妙が巧に3画挿しで 
<ださい。 

翁チャイルド□ックランプか‘点な I 

ずるとたット完3です。 チ；ド 胃 

•選転中または停止中でちチャイ Lg .'^^^ Nc<；^x 

ルド □ック できます。 3 回が V 


-を押しでち点乂しないよラにする磯龍でず。 

■チャイルド□ックの解除 
离鹰チャイルドロックボタンを3独な巧に3回 
挿しでください。 

:'バ以だ驟解が带と然が巧.‘ぶがろが::..む j むッ;お即识::辩な::‘ご.、"’'’-'ぷ：巧:;|1で.’な:’'.’.： 

@51転中にチャイルド□ックをたットずると、ちット中 

•畏體當ャ(端)ド S 熙尝賴蹲藍せ色 W ホ 

♦質穿べで乏差動がなけません。 ' / ’■ 

口、：、ベ '• 、 • くん :;' ぶん • シ、か …> V ふわ ’~• 、み，、、 \ バイ。い'；'ぶ I- ふ、； ' 、； • ふ :^ ぶ ''/ K ' 、：ぶ 



mmm 


まを装置が作動しで消义した場さは、ストーブと屆固の点検 • 処置をおこなっでください。 
処置後の点火操作は点义の頂に従って<ださい。 




巧 S 白動消乂装置 
(圧国表示） 


点火を全装置 
燃焼制御装歷 

(匠]表示•回]表お) 


停電安を装靈 


原因ゴ乍動結累 


魯地鬻(約披度5お上)や強い衝おを受 
けたとぎは巧旗自動消义装画び作動 
しで自動的に消义します。 


感点义=ス • 途中お义をしたとぎに 
自動消义します。 


奠厚單や電源プラグカ*コンじントから 
抜けたとぎは、すべでの遇窗を惇止 
します， 




過熱防か装罵歎晶風空気巧入□や適風吹ホ□がほこ 
ご , r -,>r rr りなどでふさがれたり' スト-ブ前 
〔受金サーモスタット〕面に障書物びあるなどしで本体內部 

(表示部を消な） が過熱すると白 11) 的に消火しまず。 




—‘.'処り 


參地麗によって作動した場さ、周ほの巧燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給が気筒のがれなど貢巧がないことを確歸しでか 
ら再点义しでください。 


感「日常の点検，争入れ」 （ C ^9 -10ページ)をしでから点火 
操作をしでください，処面しでを繰り返しエラー表巧力巧 i 
るときは、一宜遅おキーを「唐止 j にしで販売店に運絡しで 
ください。 


黃停聖復帰(再通電)後デジタル表巧部に「らら1び表示され、 
ストーブは遲おしません。 

再度点火操作をしで < ださい。 


鲁温風空気取入□や湿風吹出□の掃除をしでから再な义しで 
ください。 （ C ：^ 10ぺージ） 

赃屬しでち綴り返しエラー表示が出るときは、一旦選攝 
キーを f 停止 J にしで販売店に連絡しでください。 


r 装疆の名郝 

原因 all ] 結粟 

排気管抜け検知装置 

©排気醫の接続部か’列れた0、排気籍飯け検知 
巧リード線が断線したとさには、安を装置び 
作動し、エラー表示 | f 0| を出し、自動的に 
消火します。 

排気管おけ検彌装置び作勸しでいる揚含は、 
エラー表示「巧 "1 があで点义できません。 

參排氯經振け横閒裝拉にたよらず、繪排就緯ゃ 
' 延畏禮を月に1度は点検しでください。 

過電流防止装置 

(15 アンペア） 

@內部配線のショートにより過驅流び流れたと 
き、電流ヒューズび切れ、すべでの運攝を停 
止します。 


避原因を調べ、姐屬後点义操作をしでください。 

が見□キャップ 

ねじ、^ 


巧気琶巧け 
巧知巧リード線 


综排気齒 


聖温翼常上昇防止装置 

(IT こ]表示） 


鲁部屋の温度が50でが上になったとさに自動 
的に消火します。 


が気管巧け検知用リード線のゆるみまたは、がれ 
-のれがないか隨認しでください。 


感お買いホめの販黃店に修理を依頼してください。 


鲁窓をあけ、部屋の換気をしでから、点义操作を 
おこなつでください。 










































LB 獅勝手 Aft 

点横-寺入れは、消义後ストーブか’十分;ちえでから、必す電源プラグをコン亡ントから拖いでおこなつでください。 

雜爾绩難語が分嘛请ボ販詰楚おを換は絶对忆。桂いでぐださが技 V ぶ# ft 魏/ . V 式辑二; SS お听 ':; sil 

香燃お部のが饌は絶嫌こじなし、せくださ'が f 載:;';み;終/ごも T ザ祭:ご巧ドみ巧;雜お' 


ストーブとストーブ周画;疆讀検（使用ごと) 


參 I ま意]力ーテンや燃えやすいをのをおブけないでください。乂災げ発生するおそれげあります。 

劇まこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険でず。ストーブはいつち清蕭にしでご植南ください。 

參 I 么注憲]巧タンクやゴム製送油管-接を部および機器などからの巧油漏れげないことを確認の 上 ご使巧ください。 

@油漏れがある揭合は、お國い求めの販売店に修理を依頼しでください。 . ； を.，!’ 

參ゴム製送油管は、屋がで使巧しないでください。屋外での陡巧は禁止されでいます。 

屋巧でゴム製送ミを管を使巧しでいるときは、までかし巧げで、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れがないか確認し、欠点びある 
ときは交換しでください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給お隱筒撲11語15のゆるみおよびトツフ周囲 M ミ（使用ごと） 


參 I A 醫告 I 給排気筒僧.ホース)び夕 1 ■れたまま使巧しないでください。外れでいると運転中にがガスび漏れでを険です。 

戀 I A 警告 I 穫壁が多いときには、給が気筒トップの周りび雲でふさがれていないことを確認してください。 

ふさがれでいるときは、除雪しでください。閱そくしでいると、運転中に排ガスか’室内に漏れで危陕です。 

鲁給排気筒およびトップの周国に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物か’麗いである場合は、移動しでください。 


画お!*筒綾続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （1 シーズン1〜2回誦 


毎給が気筒びつまると、不完を縮焼をおこします。 

シースン初めには必す点検し、くち力*巣をつくったり異物が入ったりしでいるときは、 
必す捕除しでください。 

毎給が気茵を一度取0かしで、再び取0付けるとぎは、が気營の接続部の部にはめこんで 
ある0リングが破損しでいないか確かめでください。 

破損しでいた場含は、お買レ巧めの販売店に巧換をの頼しでください。 




圍麗内用油タンクを一例にして説明 

每‘进タンク巧にかびたまると、かグージのの■油とがの境巧面にホをのフロートび恐き上が 
ります。 

1. フロートの 点検 

感フ□ートび恐き上びつでいたらか抜きをおこなつでください， 


化グ-ジ 



2. がを巧< 

會か巧ぎパルブの下に容器を置いで、か巧さノリしブを少しゆるめるとミ由タンク巧のかび 
出!で、フ□ートび洗みます。かを巧いたら水巧きバルブを固く締めでください。 

參水抜き後は、ミ由漏れがないか胁す確認しでください。 

I ◎油タンク区!には、,：水语巧みがたま巧やすぐ,をくたまるとス Is 砸ブの巧へ流れ出防 
游油み流れを挺ばで十分な义力がおなくなります。 

ときどきかグージの点検をおこな:曾で《がまい。 ："‘ 

※油タンクの仕様により確認ちまが異なります。 


定疆面器ストレーナの搞除 （1 シーズン1〜2回）お U いおめの张ん抑こ巧站してくだとい 



鲁定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみか’たまると、なミを 
の流れを妨げで、十分な义力びおなくなります。シーズン終わりじは、巧のよラに掃除 
しでください。（定ミを面器内のなミ由を巧くとさを同じちまでおこなつでください。） 

1. 巧タンクの送;巧バルブを閉じでください。 

2•ストーブち側面にあるストレーナの掃除□に八ガキなどの 煙 紙を运しこん 
で、油ガイドを作り、その下に容器を®いでください。 

3•ストレーナの止めねじをゆるめでがしでください。 

定巧面器の巧れたな'ぶやごみびを部流れ出ます。 

4. ストレーナを取り出して、きれいな灯油の申ですすぎ洗いをしでください。 

み郝就で涕转®、獻抱を時舊:鹰を;驚緻親讀?線'た穀ジジな.:普ザ冀苗苗韓 

組なでるときはお•ストレーずゴム八’ッキンを黯がなれよざたしてくださし一：;ご 
•スわ跨-ホを逆 I こぶれないでくださし、病碍該惠韓:词孩みろ： 
。又トト萬ザめ比めおもを夢固々締めつ:けで々ださし、皆ぶ巧ミを 

一:;'''':ちご©巧漏れびないか歷認レでくださし Y おザ'':子; 'ぶ:をぶな 


ストレーナ止めねじ 


巧刀イド（はびぎ） 


ストレ-ナ 


ひ打つ/。/® 

ドレン南ねじ 



スト レー ナ 
If ムバッキン 


オイルフィルタの搞除 （1 シースン1〜2回）お。いボめの巧近とに巧 TA してください 


鲁オイルフィルタに水やごみがたまった場台は、巧のよラに掃除をおこなつでください。 
(オイルフィルタの灯ミ由を抜くとぎも同じち法でおこなっでください。） 

1. 油タンクのお油/\’ルブを閱じで、オイルフィルタの下にできるだけ大きめ 
の容器を巧顏しでください。 

2•ストレーナカッブを巧し、カップにたまつたがやごみを捨てでください。 

3. フィルタを 麗 下に弓 I いでかし、含れいなな油ですすぎ洗いしでください。 


スト レー ナ 
カップ 


U ムを袋 



フイルタ 



されい K な-进 


爆絶対に水で洗わないでください。 

4. フィルタを組み这み、ストレーナカップを強く締めがけでくだをい。 

巧タンクの送油バルブを閱き、お;巧経路两の空気巧きをし、巧漏れびない 
か確認してくだちい。 （£3=* 5ページ） 


くなつたとき…お i ; 儿なめの取儿店に巧巧してくたさし、 


® のぞき窓をがしでふく場合は、巧のよラにしでください。前パネルをがし、のぞき窓 
をとめでいるねじをはすしで、しめらせた巧で忌ぎ取つでください。 

穀廢 ねじ部は常適になつでからがしで《た寒扮ご噪たぶ苗/:が:胖;がで'’'货: W 画: I 

をが鲁ちとどおり、巧一にねじを締めで固定じでぐださい。 ‘ j : ‘ I 

事每のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と巧換しでくださがを.がぶ裤五,;;,.- 


熱交換器の点横りシーズン1〜2回）お貫し、求めの販売店に依輒してくださし、。 


熱交換器の巧部にすすか’異常にたまると、不完を燃焼の原因にな0ます。 

參異常燃焼(においか•したり、給排気筒から黒煙があるよラなとき)びおこった場さには、ノ\—ナの点絞とあわせで熱交換器の点検 
をお買い求めの販黄巧に依頼しでください。 



鑑麵願覇麵最««箇 


◎本体や溫風吹化□のちれは、本体が席えでから、しめらせたやわらかい巧で風き取つで.くださし、。 

おが隨殻 I 衛特辭瓣簿 M 階搜思じ径半編黯な尝騎《おき既 ■ 

為通曲が拍即撫を節賴りぶ逆おきせな— 減 



胃親鑛 iMiMiiii む上 ） J 


参巧流巧送風機は週1回凹上捕陈しでください。巧流巧送風機のガードにほこり力な:まると、客が大ぎくなっで温風湿がかなくな 
り、媛房出力力*ほ下すると同時に、ストーブ巧の溫度が夏ちに育くなっで、過熱防止装歷(まをサーモスタット)が作動する場ち 
びあります，1週間に1回な上は、巧の手順に従ってが流巧送風機を取りがしで掃徐をしでください。_ 

H 対流巧邀風機のがしかた 


遲睹を停止し、巧流巧送風機びとまつでいることを確認しでくだちい。 / 

① 駕面カバー（上）を固をしでいる化継ビス2巧をがしでください。 

② 巧流巧送風機のリード線プラグを弓 I き抜いでください。 、 

な蝶ねじ2本を外し、巧流巧送風機を後ろに傾けなびら上巧へ引き出しで \ 

ください。掃隨機などでほこ0を取り隙いでください。 


■巧流用送風機の取り付けかた 

巧流巧送風機を巧したときとおの 順 降で、をとどおりに取り衍けでくだちい。 

鲁このとさ、巧流巧送風機の下側のゴムの部おをプラスチックの溝にはめこんでください。 


f ブラヴは$の 、 
巧を巧しなび 
ら上へ引 S 沒 
JSX いでください•イ 



はめこむ- 



生したときの M 


地震などの災喜か‘発ちし、製品に振動や衝壁が加わったときは、遷輯前に必す巧の点検をおこなっでください。 
鲁給排気筒周りのかれ、漏れの確認 •な;巧配營からの漏れ確認 

点おで異常びみつかった場含は、お買い求めの販売店に修理を依賴しでください。 




長期間ご使巧になりますと、機器の点検び必菱です。 

鲁2シーブンに]◎程屋、シーズン終3をなどじ、点検を実施しでください。点換のご相談はお買いホめの販売店または修理翼格音 
〔(お）曰本 6' 油燃焼機器保巧協舍 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講留を修3着（石'店機器ち術管理±)など〕のいる 
店までお問い含わせください。 


愛 f 苗点検 
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池设注| 


川"1111111111111 

I 民がもぉ’阻邸《^な 

I 猫-1：_を~に; :.._ ■ .二で 

' ■ ■ ■ 

1 —— ■ 圓 ■■■■■■ imm 

li 



巧ず 






不完全な修理、調整は危酷ですので、部品の巧換、調蟹が必量な場合には、お麗い求めの販売店交は、修理翼格晋 
〔(財)曰本扫油燃焼機器保巧協含でおこなラ技術暫理講暨貪修了曹(石;'を機器技術暂理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は 3□^麵藍3 Ja とご指定ください。 


巧気營の接続部およびが気管巧け検巧巧リー 
ド線の接窥部の巧れがないかなおし、巧れで 
いたら正しく接窥する 


E 0 


窓をあけ、部屋の換気をずる 


か平器によりか平に設適する 


超実 


E ? が 


治顧£：號纖廣を'''' 


良画の阿巧と入れかえる 


巧廣かがを化のしている 、 


瞬雪物を取り除く 


表示部を消な 
f が y 


巧風のお白が巧ぎか i をいを . 


販売度に懷理を依頼する 


巧施'お 


橘除をする 


嚇みジガ某蜘まをりだまり- 


おおつでいるをのを取り除く 


搭統面巧に五しく取りなける 


お馈密か臟が感觀備纔 


じ也硬などの化蜜び巧生したとさのな巧 J 
( C ^. 10ぺージ)の点な頂目を招巧し、迎扭 
スイツチを押しなおし、再な乂する 


延房 3 m 、 曲びり3面巧な下にする 


締め直す(販巧度に迪想し陵理しでをらラ) 


難バイプ0なぞダドび締ま;幾 


回巧し下ける 


Ed-EH 


麵岛玲雜紫锁タシが 


活油する 


g をシグにの&びなり， 


迈巧ミれるまで待つ 


牌;巧ホで-あ苦：;'…- . . 


姐麻プラグがコンを'ン'ドに獲 




馨 


巧の表にちとブいで、ちラー度お確かめくだをい。 

処靈ちまにより処置しでち良くならないとぎは、お買いホめの販売店にごホ目談くださし、。 


圆臟陛 • mmmmtmMm 


次のよラな現象は a 障ではありません。 

鲁修理を依頼される前にちラー度お確かめくださし、。 


ネリめで使巧するとさ、煙やにおいびある。 

耐熱塞料やほこりなど力<焼けるためです。しばらく窓をあけで換気しでください。 

袖めて博用するときや、シーズン洒めの洒使巧時に 

1 回で寇义しない。 

送ミ由経路の空気だまりなどにより、 1 ◎で窗义しないこと力< あります。 

定'进面器リたットレバーを 1 回押し下げでから、 2 〜 3 回点火操作をくりかえしでく 
ださい。 

すぐに点火しない。 

若油ガス化ち式のため、チ熱時間力<約 3 分必要です。 

(予熱時間は室温によりぎか変化します。 

觸蜡開始時や消火後に「ピチ’ビチ j といラ音がする。 

本体内部び熱により腮張、収縮ずるためでず。屬溝ではあ 0 ません。 

点乂しでちずぐ温風が化ない。 

不恢な冷風をおさないためで、本祕内部か‘麗まると溫風む<宜翻)的にの黃出で竞ます。 

消火しでち温風力< 出でいる。 

本体内部び冷却するまで送風を飄続しまず。 

点义ブラグ-フレーム□ッド-バーナヘツドび茄く 

炎に熱せられで巧熱ずるためです。 

なる。 

異常ではありません。 

おのをに黃をい敵び混じる。 

誇常ではあ 0 ません。 

お排気聞の巧端ろ'ら連続的に白煙び出る。 

夕•{■気温び傾くなると、排ガス中に含まれでいる水分び凝結しで?火霖気になるためで、 
異常燃焼による白煙ではありません。 ， 



燃焼時 


点火時•消义時 


シーズンオフや長期間使巧しないときは、巧の要領で手入れをおこない保管してください。 


1•變源プラグをコンをントから擬いでくだちい。 

參「若注赢_1長期閨使巧しないときは、擊源ブラグを抜いでください。 


2. 涵タンクの送油バルブを闇じでください。_ __ 

3. 韓面カバー(上） • お流巧送風機をがし、羽根とガードの原こりを揚險機などで取り除いでくだ 

—さぃ。陳10ぺ-_ジ）_ 

4. を油圃器闲のな油をずべで薇き取つでください。（屬=9ペ-ジ）_ 

5. 密械をしめらせた巧で适れを獲しでから、からぶきしでください。 

6. ストーブは据がけたまま慑管しでください。 

•温風吹を□や碧面の対流馬送風機に桂こりなどか’たまらないよラカバーをかけでください。 

(別売の本体化粧カバーのご使巧をおすすめします。） 

雜どラしでち取りがしで保营されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場酣こ横倒しにしないよラに保管しでください。 
•なシーズンに据巧けをおこなラとぎには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

.©取扱お明密ち大切ち保皆しでください。： 


mt 

善^ 

臟 ， . 


滞微 FF - 359GS ' Vr . ィ ' T . 

通吸 Ml— SI 


気化な • 強制給が気お • 強制巧流お 


富氏放覃な火な 


巧油 （ J 芭 1 号な;'由） 


K1 

4.01 kW(0.39 し/ h) 



2.01 kW(0.195 し/ h) 



14,450 kJ/h 17,410 kJ/h 

ttiiin 

6,264 kJ/h 


mb 

86.6 % 


86.6 % 

TTjQQQl 


3.48 kW 

4.19 kW 

おか 

1.7 之 

ikW 


温暖 地 

- 

木 造15.0が（ 9畳)まで 

コンクリート21.日が (13 豐)まで 

木 造18.0 m’(U 畳)まで 

コンクリート2日.0が (15 置) まで 

ii ^ 

木 造 15.0 が （ 9豐)まで 

コンクリート2日.0が (1 日豐)まで 

木 造18.0 rrf(11 畳)まで 

コンクリート29.己が (18 蠢)まで 

が’•皆、お寸ぶ 

高さ目00 mm 幅日 00mm 自 

10324 mm (麗台を含む） 

常-‘-.。 巧 

16.0 kg 

16.5 kg 

三 取源藝圧 および國據势 i 

100V 50/60HZ 

定を消巧 躍 お'巧' 日 巧威®! 

点义時最大 650W/650W 燃燒時30/28 W 

点火時最大 650W/650W 燃焼時 3V29W 

镑檢巧消巧亞力 

1.2 W 

X 繪麗氛簡捉遷迂の观 

QU 4-3 

給'排 気筒の呼び淫 

D 40 

'‘繼菊!载簡な) 璧難適 部の郭淫! 

ホ7己 mm 

徘’，気 湿 慶を 

260で段て 


ISA 


対體 自動溝义装置‘点火をを装置 • 燃焼制御装置‘停擊安童装置•過熱防止装置(安全サーモスタット） 


排気管抜け横赌装置-過單流防止装麗 

付麗品 

給排気簡たット1 • 取扳説明雲1 ■ 工事説明書1 ■ 本化固定を具2 ■ 

IT ム製送;'由管締付ノスンド2 -置台1 • 背面カバー1 • 巧育音票1 


標寧遍室は、な団法人•曰本ガス5油機器工業舍の寶定基準によ0ます。 








































































































































標巧を匿 

综排気齒取が巧（の 75) 


470 










黄化闺 ノズル 送ミを留 定ミ由面器 ゴム製送巧芭 を組バルブ 


國歩™積 


f 呆言正について 


魯このコ□ナ密閉な 5' 油ストーブには保詔雲びつい 
でいます。「お買いあげ曰-販売店ち J などの記 
入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりにな 
り、大切に保管しでください。 

鲁お部期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 
資巧のよラな原因によるが障および事がにつきまし 
では、保証の巧象になりませんのでま意しでくだ 
さい。 

を 変質な';由や不純な油など、またなミ由ががの燃将 
使巧による故障や事故。 ' 

を 誤った使巧ちまによる故障や雲故。 




鲁あ蟹の「お障-異常の見分けちと化置ち法 J ( i 3=11 ページ）の頂に従 
っで調べでち良くならないときは、電源プラグを抜いでお賈い求めの販 
売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご運絡ください。 

@ご運絡いただぎたい内容は巧の通りです。 

き品奋 きお窗い友げ曰 

さ型式の巧び 巧障が況（できるだけ具体のに） 

きご住所-ご巧ち-お竭話雷暑 

鲁修理に際しでは、保証馨をご提示ください。保班期間中であれば保証馨 
の規定に従って無料修理させでいただきます。 

鲁ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店かお近くの 
コ□ナお客様ご相談窓□にお問い含ねせください。 


'■保甜期間び過ぎでレ巧)去を I ホ媛璃涛繁;ぉ'黛思..慈費遲義奪が 

想を. 參お賈いずめの販売店にごネ目談ください。修理によって使頂でさ 
纂寒 i 衾る 製品につしではお客様のご雲望により有料修理いたします； 

圍補修用蛙能部品お保有期間::豪讓讀義義 f 鐘み普气;;ご;：;芯' 

ぶミ貧石がズド:■窝巧ろ補修巧性能部品ス槪能を維持守るだみた也、要な; 
^5/部品が)保育期間は製造巧ち祝りを7年•た衆え ''德致お該ちぉ 


■修理に出さ偏ときは.;養養鷄巧兹 S 萬難を該 
难输送時や運撼時に定油面器巧に灯油が残をたまま^ 
二;:；;—'ですと、'愼まや振動でな油びごぼ巧る:ことびあほ: 
冀窜ますめでミ泌すおき取背宏魏さ隨禱該鑛寒舆 


國誦燃•移證 


据付け • 棲設エ需は販売店に依頼ずる j 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご自身ではおこなねないでください。 


胃!5場所の選定および 


据付けについでは、乂おず防を例、電気設備に関する技術薑華などまちの薑準か‘あります。 

工事説明書の「特にミ主意しでいたださたいこと（安をのために必ずお守りください)」をお読みになり、販売应または 
据巧け業善とよくごホ目談ください。また、「標準据巧け例 j についでは、下図を参照しでください。 


標嚮就ホガ歹じ 

〈正圃〉 



〈側献 

mmmmmrm 

ずが固をを国 ^ 

60抓咐慶 f 品） 

な上 \12011 

\な上 


圍 


避 J 


i Iff 


60 on 
な上 

/不燃巧の場音は> 
\30 cm な上とする;! 


60な1な上だ燃？ 


/ LM が縮'.'お'ブ齡巧 

床面ををち 

巧 -84 巧!!巧が巧） おブ巧9な） 

(スペーサ巧®ちしなレ巧さ） 

©ただし、不燃物のお含でを、巧燃物と同じ雜煩 S 目雜にしで<ださい。 


〈給排気筒の正面〉 


1 © 

^ 45饥 W 上45011な上 


!終絲縱纖 


給が気商を延長ずる場さは、 3 m 3 曲びりお下で巧り巧けられる塌巧を選定しでくださし、。 


積壁びぎい地方では、潰雲時に給が気筒び雪で瓜さびれないよラな取な■場巧を還定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすこと力*あります。 


据巧け力 《 終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にを意しでいただぎたいこと（ま全のために必すお守りくだ 
さい)」をお読みになり、工事説明需に記載されでいるとおり搞巧けられでいるか確認しでください。 

試運輯は、販売店または据辄ゴ襲者とごいっしよに必すおこなっでください。 

1 .遲館準備 （屬^4 •日べ-ジ） 

の 油タンクに口迪 ( JIS 1 琶巧油）を給油しでくだちい。 

②油タンクの送巧バルブを開いで、送油経路巧の空気抜きをしでください。 

⑤ ストーブ側面の化平器で、が平に 設歷 されでいることを確認しでください。 

④ 定巧面器リたツトボタンを霞く巧しでください。 5 ぺージ） 

⑤ ストーブの渥おの上やを油管の接続部に、油のたま0や巧漏れびないか確かめでください。 

⑥ 電源 フラグをコンたントに養しこんでください。 

翁高地で使巧される場合は、空気か‘活薄なため調整げ必要です。 

(詳しくは、工事説明體の で樓田の攝ちつ を参照しでください。) 

®| 注意 I 靈源ブ ラグは、 3 ンじントに根元まで確実に胃しこんで<だ$し、 

2 •遲韶 （顧"6ページ） 

遵乾 キーを巧しで < ださい。 

鲁運輯ランプび点滅し、約 3 分をに着火し、着火後約 1 分で対流巧送風機び◎り温風び出ます。 

鲁炎の巧態は青いおの中にいくらかの黄色い巧（巧义）び混じっでち異常ではありません。 

參初めでお懐いになるときは、耐熱謹料などわむ晓けで煙とにおいび出ることか‘ありまず。窓をあけで部屋の換気をしでください。 

3 •消义 （感=6ページ） 

邏乾キーを搏 しでください。 

貪選輯ランプが消口し、約6分をに本1本内部び冷却すると、燃焼巧•巧流巧送風機び厚止します。 






















